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１．はじめに 
 
本稿では，動的均衡配分問題における均衡状態の安定

性を議論する．均衡配分問題において均衡状態が安定し

て存在できるかどうかを検証することは，均衡状態が現

実の交通状況において実現するかどうかを知るために重

要になる．均衡状態（確定的な均衡状態）は「どの利用

者も現状の自身の選択（経路選択や出発時刻選択）を変

更する意思を持たない状態」となるように定式化される

ため，いったん交通状況が完全に均衡状態に到達すれば，

その均衡状態は永遠に継続する．しかし，何らかの理由

により交通状況が均衡状態でなくなった場合，日々のド

ライバーの行動変化を通じて交通状況が自然に均衡状態

へむかう方向に変化することは必ずしも自明ではなく，

いったん交通状況が均衡状態からはずれたら，二度と均

衡状態は実現しないかもしれない．交通状況には多くの

摂動要因があると考えるべきなので，このような場合に

は均衡状態は安定して存在しえず，結果として，現実の

交通状況を直接反映してくれるものとはいえなくなる． 
均衡状態が安定して存在するかどうかを解析する際に

は，交通状況が日々のドライバーの行動変化を通じてど

のように変化していくかを記述する動学モデル(Day-to-
day Dynamics)を設定する必要があるので，解析の結果

は当然ながらそのモデルに依存する．どのようなモデル

を使用するかを決めることは一般には簡単なこととはい

えないが，もし，「考えている均衡配分問題の均衡解が，

何らかのDay-to-dayモデルで安定して存在するチャンス

があるか」を知りたいのであれば，できるだけ安定しそ

うなDay-to-dayモデルを採用するのがよいだろう．本稿

でも，そのような興味のもとに，すくなくともより簡単

な問題である静的均衡配分で安定性を確保してくれるよ

うなDay-to-dayモデルを用いる． 
一般的な静的均衡配分の均衡状態が安定して存在する

ことを保証するDay-to-dayモデルの１つに，Smithにより

提案されたものがある1）．このモデルでは経過日数を離 
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散的な値（当然ながら日数は本来離散的な値である）で

なく連続値として考え，利用者の行動変化が確定的（＝

確率的ではない）に定まるようにモデル化している．こ

のモデルにより，リンク間相互作用が対称な静的均衡配

分では均衡状態が安定して存在できることが，

Lyapunov関数を用いることにより示されている． 
動的均衡配分においては，限定された型の問題で安定

性が示されている一方，一部の型の問題では均衡状態が

安定して存在できない可能性が指摘されている．まず，

Smith and Wisten2）により，１経路が１個しかボトルネッ

クを含まず利用者が出発時刻を変更しない場合に，この

Day-to-dayモデルによって交通状況が必ず均衡状態に収

束する可能性が指摘されている（数学的な厳密性をもっ

た証明はMounceが示している3））．いっぽう，利用者

が目的地到着時刻に選好を持ち，それを考慮して出発時

刻を選択する場合には，同じDay-to-dayモデルを用いて

も均衡状態が安定するとは限らないことがIryo4）により

指摘されている．このように，静的均衡配分ではかなり

一般的な条件で成立した均衡状態の安定性が，動的均衡

配分では必ずしも普遍的には成立しないことがわかる． 
本稿では，上述の既存研究のレビューを通じ，動的均

衡配分の均衡解の安定性に影響する要因を示し，どのよ

うな場合に安定性が損なわれるかを考察する． 
 
２．Lyapunov関数による１経路１ボトルネックネット 

ワークでの均衡状態の安定性 
 
本節では，動的均衡配分において安定性を担保する要

因を考察するために，出発時刻選択がない１経路１ボト

ルネックネットワークにおける動的均衡配分問題の安定

性を証明したMounceによる研究3）をレビューする． 
Mounceの研究ではSmithが静的均衡配分を対象に提案

したDay-to-dayモデルを採用している．このモデルは， 
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と書ける（数式表記は原著から改変している；以下同



じ）．ここで，t は出発地出発時刻，τ は経過日数（連

続値）， ,r s は経路， s r∀ ∼ は，経路r と同一のＯＤペ

アを結ぶ経路を経路s として数え上げることを意味する．

( )rX tτ はτ 日目に時刻t （0 以上 1 以下の値）に経路r
へ流入する車両の交通流率， ( , )rC t τX は，各経路へ流

入する交通流率の関数がベクトル τX で与えられるとき

に，時刻t に経路r へ流入する車両の経路旅行時間を示

す．大括弧[ ]の右下に＋がついているのは，括弧内の値

が非負のときはそのままの値を，負のときには0を用い

ることを示す．式(1)は「利用者はより費用が高い経路

から低い経路に順次移動する．その移動速度は『経路費

用の差』×『高い経路の利用者数』に比例する」という

メカニズムを記述している．また，Wardrop 均衡が成立

すれば，式(1)の右辺はつねに 0 になる（＝どの利用者

も現状の経路選択を維持する）ことは容易に確認できる． 
Mounceが採用したLyapunov関数は 
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  (2) 
である．Lyapunov 関数は，均衡状態で 0 であり，均衡

状態以外では正の値をとり，さらに，τ による微分がつ

ねに正である必要がある．このような Lyapunov 関数を

ある Day-to-day モデルに対して発見できれば，均衡状

態は安定（漸近安定）であることが言えたことになる．

ここで，式(2)の関数が前者２点を満たすことは容易に

確認できる．問題は最後の１点である．これを確認する

ためには式(2)をτ で微分してみる必要がある． 
式(2)をτ で微分すると， ( )sX tτ をτ で微分した項と，

その後の大括弧部分をτ で微分した項との２つの項が現

れる．前者の項は， ( )sX tτ のτ 微分を式(1)の右辺で置

き換えることにより整理でき，Mounce の論文では，こ

の項がつねに負になることが示されている．なお，

( )sX tτ のτ 微分が均衡状態では 0 になることから，この

項は均衡状態では0になり，均衡状態の近傍では絶対値

が十分小さい値になることに注意したい．いっぽう，後

者の項は，最終的に 
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と計算できる．ここで， ( ; , )t τδC X x は， ( , )t τC X （全

経路の ( , )rC t τX を含むベクトル）を， τX についてx
方向に微分した関数を意味する． 
式(3)は，経路旅行時間 ( , )t τC X が交通流率 τX に対し

て単調増加であれば必ず0または負になる．このことは，

式(3)を微分に関する数学的厳密性を考慮せず，便宜的

に変形したもの 
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（ ( )rX tτΔ は rX τ の微分にτ の微小量 τΔ をかけたもの）

を見ればよりわかりやすいだろう．一般に，関数 f が

単調増加であるとは，２つの関数の引数 x, y の差と，

( )f x ， ( )f y の差の積（内積）がつねに非負である，

と定義される．式(4)は， τX と τ τ+ ΔX X の差と，

( , )t τC X と ( , )t τ τ+ ΔC X X の差の内積を記しているため，

経路旅行時間 ( , )t τC X が交通流率 τX に対して単調増加

ならば，先頭のマイナス符号を含めれば，正になること

は決してない．以上のことより，経路旅行時間の経路交

通流率に対する単調増加性が，動的均衡配分の安定性を

議論する際のひとつのポイントであることがわかる．少

なくとも，この単調増加性は安定性の十分条件であるこ

とは確かである． 
経路旅行時間の経路交通量に対する単調増加性は，

一見，当然のことのように思える．実際，静的な交通流

を前提とするのであれば，各リンクでのリンク旅行時間

関数が単調増加であれば，経路に対する単調増加性は容

易に証明できる．動的配分問題ではこれは自明なことで

はない．ただし「各経路が１本しかボトルネックを含ま

ないネットワーク」ではこれが証明されている 5)ので， 
そのようなネットワークにおける均衡状態の安定性は以

上の解析で証明できたことになる． 
 ただし，ここで注意したいのは，上述の単調増加性は

安定性のための「十分条件」であって，必要条件ではな

い，ということである．式(2)をτ で微分した項のうち，

第１項はつねに負であり，式(1)で示される ( )sX tτ のτ
微分の値を考えれば，この第１項の絶対値は均衡状態か

ら離れているときは相当大きくなることが想像できよう．

このような交通状況において単調増加性がくずれ，その

結果第２項が正になったとしても，２つの項を合計した

値は負になり，均衡状態の安定性には特段の影響を与え

ない．以上の考察は，「経路旅行時間の交通流率に対す

る単調増加性が『均衡状態の近傍で』崩れるときに，均

衡状態の安定性が損なわれる可能性が高い」ということ

を示唆しているといえよう． 
 
３．出発時刻選択問題の均衡状態の不安定性 
 
 本節では，出発時刻選択問題（いわゆるVickreyモデ

ル6））の均衡状態が，前節と同様のDay-to-dayモデルで

は安定しない可能性があることを示した既存研究4)をレ

ビューする．この研究では，出発時刻選択問題として

「ＯＤペアは１個」「ボトルネックは１個」「経路選択

肢は１本」「すべての利用者は（希望到着時刻を含め

て）同一の一般化旅行費用の関数を持つ」という，もっ 



 
 
 
 

図１ スケジュールコスト関数の形状 

 
とも簡単なものを想定している．スケジュールコスト関

数としては図１のようなものを採用している．Day-to-
dayモデルとしては，式(1)の経路選択を出発時刻選択に

置き換えたもの，すなわち  
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を用いている．ここで， ( )X tτ は時刻t にボトルネック

に到着することを選んだ車両の交通流率， ( , )C t X τ は

時刻t にボトルネックに到着する車両の一般化交通費用

（ボトルネックでの遅れ時間＋目的地でのスケジュール

コスト）である．また，Lyapunov 関数となりうるとし

た（後述のように実際にはならない）関数として，  
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を用いている．関数 D をτ で微分すれば，第２節と同

様に，その第１項として均衡状態以外では負になり，そ

の近傍では絶対値が十分小さい値になる式が得られる． 
 問題は関数Dをτ で微分して得られる項のうち，第２

項のほうである．この項は， 
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と計算できる．式(7)は，第２節の式(3)に対応するもの

であり，もし，費用関数 ( , )C t X τ が交通流率 ( )X tτ に

対して単調増加関数であれば，式(7)は負の値をとり，

結果として均衡状態は安定して存在できる．しかし，式

(7)を実際に計算すると， 
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となることがこの研究では示されている．ここでμ ，

α ，β はそれぞれボトルネックの容量，単位時間あた

りの早着費用，単位時間あたりの遅刻費用であり，いず

れも正の値を持つ． ( )Ow X τ は，車両のボトルネックへ

の流入交通流率が X τ で示されるときに，目的地へ希望

時刻に到着した車両がボトルネックでこうむった遅れ時

間を示す．なお，ここではどの車両も同じ希望到着時刻

を持っているため， ( )Ow X τ は車両によらず一意に決ま

ることに注意したい．明らかに式(8)は負の値はとるこ

とはない．さらに， ( )Ow X τ が日々変動している時には 
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図２ 関数Dと経過日数τ の関係4） 

 
必ず正の値をとる．このことは，均衡状態の近傍で関数

Dのτ 微分が正の値をとる可能性があることを示す． 
関数Dのτ 微分が均衡状態の近傍で正の値をとりうる

ということは，関数Dはτ が増加しても0に収束するこ

となく，ずっと正の値をとりつづけることがある可能性

を意味する．このような場合には均衡状態が安定的に存

在することはできない．そのかわりに，交通状況は均衡

状態に近い状態にとどまるものの，完全には均衡状態に

ならすに，τ の増加にしたがって周期的に変動すること

が予想される．なお，以上の議論は，本当に均衡状態が

安定に成立しないことを数学的に証明しているわけでは

ない．この既存研究では，近似的な計算と，数値計算の

両方によってそのようなことがおきうることを示してい

る．図２に，数値的に計算された関数Dとτ の関係を示

すグラフの一例を示す． 
以上で紹介したような，出発時刻選択問題における

均衡状態が安定して存在しないことは，出発時刻選択問

題におけるスケジュールコスト関数が持つ非単調増加性

に原因がある可能性を指摘することができる．この問題

において均衡状態への収束を阻害する要因は，式(7)と
式(8)を比較すればわかるように，費用関数が交通流率

に対して必ずしも単調増加にはならないことである．出

発時刻選択問題の費用関数を構成するスケジュールコス

トは図１のような関数である．この関数は希望到着時刻

近辺で傾きが負から正に変わる．このように，出発時刻

選択問題では，費用関数そのものに単調増加性を失わせ

るような要因が入っていることが，均衡状態の安定性を

損ねている原因になっていると考察することができよう． 
 
４．一般ネットワークにおける均衡状態の安定性の考察 
 
本節では，前節までのレビューの結果を踏まえ，出発

時刻選択がない一般ネットワークにおける均衡状態の安

定性に関する考察を行う．それにより，どのようなネッ

トワークで安定性のない均衡状態が存在しうるかを考察

することを行う． 
第２節，第３節までに示したように，均衡状態の安定 
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図３ ループ状ネットワークの例9） 

 
性を決めるひとつの鍵は「費用関数が交通流率に対して

単調増加関数になるか」ということである． そして，

１経路１ボトルネックであれば，それは一般に成立する

ことはすでにわかっている．ということは，少なくとも，

１経路に２つ以上のボトルネックがあるケースにおいて，

費用関数の単調増加性に対する反例を探す必要がある．

実際，このような反例はすでに示されており7),8) ，これ

が，第２節で示したMounceの証明が一般ネットワーク

にすぐには適用できない根拠になっている． 
 ただ，第２節で指摘したように，費用関数が単調増加

でないことは，均衡状態の安定性を損ねることには直結

しないことに注意したい．もし，単調増加性が損なわれ

る場面が均衡状態から遠い場所に限定されるのであれば，

Lyapunov関数の単調減少性を崩すにはいたらず，均衡

状態の安定性がそのまま保存されることは十分にありう

る．安定性が損なわれるには，第３節で示した出発時刻

選択問題の例のように，均衡状態の近傍で単調増加性が

損なわれることが必要になるといえよう． 
  安定しない均衡状態が存在しうるネットワークの候補

として，図３のようなループ状のネットワークを挙げる

ことができよう．このようなネットワークでは，ある経

路の交通流率の変動の影響がネットワークを１周して自

身に返ってくることがありうる．これが単調増加性や安

定性にどう影響するかは本稿では詳説しない．ただ，動

的均衡配分をNash均衡として定式化した別の研究では，

このようなネットワークでNash均衡の純粋戦略解が存

在しないことがあることが指摘されている9)．純粋戦略

解が存在しなければ，確定的なDay-to-dayモデルの下で

は均衡状態へ収束しないので，本稿で考察したWardrop
均衡による問題においても同様の不安定性が出る可能性

を指摘できよう．このことは本稿で要因とした単調増加

性とは直接関係ないが，少なくともこのような形状のネ

ットワークが安定性のない均衡状態が存在するネットワ

ークのひとつの候補となることを示すものといえる． 
 

５．おわりに 
 
本稿では，動的均衡配分における均衡状態の安定性に

ついて，既存研究のレビューからその要因を考察した．

既存研究により，均衡状態の安定性には費用関数の単調

増加性が重要なことを指摘した．また，ループ状のネッ

トワークにおいて，安定でない均衡状態が存在する可能

性を示した．ポスター発表では，ループ状を含めたいく

つかのネットワークにおける計算例を示す予定である． 
 
謝辞：本稿は科学研究費補助金(若手(B) 20760347)によ

る研究成果を含む．この場を借りて感謝の意を表する． 
 
参考文献 

1) Smith, M.J., The Stability of a Dynamic Model of Traffic 
Assignment - an Application of a Method of Lyapunov, 
Transportation Science, 18(3), 245-252, 1984. 

2) Smith, M.J. and Wisten, M.B., A Continuous day-to-day 
Traffic Assignment Model and the Existence of a 
Continuous Dynamic User Equilibrium, Annals of 
Operations Research, 60, 59-79, 1995. 

3) Mounce, R., Convergence in a Continuous Dynamic 
Queueing Model for Traffic Networks, Transportation 
Research Part B: Methodological, 40(9), 779-791, 2006. 

4) Iryo, T., An Analysis of Instability in a Departure Time 
Choice Problem, Journal of Advanced Transportation, 42(3), 
333-356, 2008. 

5) Smith, M.J. and Ghali, M., Dynamic Traffic Assignment and 
Dynamic Traffic Control, in Transportation and Traffic 
Theory: Proceedings of the Eleventh International 
Symposium on Transportation and Traffic Theory, M. Koshi, 
Editor, Elsevier Science Publishing: New York. 273-290, 
1990. 

6) Vickrey,W.S., Congestion Theory and Transport Investment, 
The American Economic Review, 59(2), 251-260, 1969. 

7) 桑原雅夫, 渋滞したネットワークにおける動的均衡配

分に関する考察, 土木学会論文集, No. 419/IV-13,123-
126, 1990. 

8) Mounce, R., Non-monotonicity in Dynamic Traffic 
Assignment Networks, Proceedings of the 33rd Universities 
Transport Study Group annual conference, University of 
Oxford, UK, 2001. 

9) Iryo, T., On the Existence of Pure Nash Equilibrium in 
Dynamic Traffic Assignments, Second International 
Symposium on Dynamic Traffic Assignment, Leuven, 
Belgium, CD-ROM, 2008. 

 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


